





The effect of the reflexology to the severely handicapped individuals 
－ Survey result by the questionnaires to mothers －


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１．重症心身障がい児（者）の年齢は、 3 歳11か月～ 33歳10か月であった。
２． 現在の重症心身障がい児（者）の状態は、①脳性麻痺 2 名、②脳原性運動障がいで歩行器を用いて
歩行訓練 1 名、③脳原性運動障がいでやや尖足1名、④四肢麻痺、体幹機能障がい、足関節が変形
して内転 1 名、⑤水頭症、点頭てんかん、足関節が変形し外転 1 名であった。
３．リフレクソロジーを実施している期間は、 6 か月～ 8 年であった。
４．自宅でのリフレクソロジーは、 6 名全員が施設でリフレクソロジーを受け始めた頃からであった。
５．リフレクソロジー実施の頻度は、毎日が4名、時々が1名、週に 2 ～ 3 回程度が 1 名であった。
６．1回にかける時間は10分未満が３名、10分が１名、10 ～ 20分が1名、未回答が 1 名であった。
７．リフレクソロジーを実施後、感じた重症心身障がい児（者）の変化は、①足の冷たさがよくなった
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